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W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

※国名の略称は次を用います。欧：ユーロ圏、独：ドイツ、英：イギリス、仏：フランス

米国 日本 欧州

月 7/10

バーFRB副議長講演
ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ連銀総裁講演
ｸﾘｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞ連銀総裁講演
アトランタ連銀総裁講演

5月国際収支
6月景気ウォッチャー調査
日銀支店長会議

バイデン米大統領訪欧
（9-13日）
英：ベイリーBOE総裁講演

火 7/11

6月NFIB中小企業楽観指数 6月マネーストック
6月工作機械受注

独：7月ZEW景気予測指数
英：5月失業率、週平均賃金
NATO首脳会議（-12日）

水 7/12

6月消費者物価指数
リッチモンド連銀総裁講演
ミネアポリス連銀総裁講演
ベージュブック

6月企業物価指数
5月機械受注
生活意識に関するアンケー
ト調査（5月調査）

欧：ﾚｰﾝECBﾁｰﾌｴｺﾉﾐｽﾄ講演
英：BOE金融安定報告書

木 7/13

6月生産者物価指数 欧：5月鉱工業生産
欧：ECB6月理事会議事要旨
独：5月経常収支
英：5月GDP
英：5月貿易統計
ﾓﾃﾞｨ印首相訪仏（-14日）

金 7/14

6月輸出入物価指数
7月ﾐｼｶﾞﾝ大消費者態度指数

欧：5月貿易統計

土 7/15

日 7/16

来週のタイムテーブル

（出所）各種資料

1

金利上昇に弾みがつくか来週の

注目点
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（出所）各種資料

豪州・NZ・カナダ アジア新興国 その他新興国

月 7/10

加：5月住宅建設許可金額 中：6月消費者物価指数
中：6月生産者物価指数
尼：6月消費者信頼感指数

土：5月失業率

火 7/11

豪：7月ウエストパック消費
者信頼感指数

豪：6月NAB企業景況感指数

比：5月貿易統計 土：5月経常収支
南ア：5月製造業生産
露：4-6月期経常収支
伯：6月消費者物価指数

水 7/12

NZ：金融政策決定会合
豪：ロウRBA総裁講演
加：金融政策決定会合

印：5月鉱工業生産
印：6月消費者物価指数
馬：5月鉱工業生産

土：5月鉱工業生産
露：6月消費者物価指数
伯：5月サービス業売上高
墨：5月鉱工業生産

木 7/13

中：6月貿易統計
韓：金融政策決定会合
泰：首相選出投票

土：5月小売売上高

金 7/14

加：5月製造業売上高
加：6月住宅販売件数
加：6月住宅価格指数

印：6月卸売物価指数
印：6月貿易統計
比：5月海外送金
G20財務相・中銀総裁会議
（インド、-18日）

伯：5月小売売上高

土 7/15

中：6月70都市住宅価格

日 7/16

※*は当該日以降に発表を予定しています。※国名の略称は次を用います。NZ：ニュージーランド、豪：豪州、

加：カナダ、中：中国、韓：韓国、印:インド、尼:インドネシア、星:シンガポール、泰:タイ、比:フィリピン、

越:ベトナム、馬:マレーシア、土:トルコ、露:ロシア、墨:メキシコ、伯:ブラジル、南ア：南アフリカ
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米国
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経済 ･ 金 利 株式

米国：10年国債利回り

（％）

長期金利は銀行破綻前以来となる4％台に

- 金利は中長期を中心に全般的に大幅上昇し、

10年債利回りは4％台に乗せた。11月

FOMCに対する金利先物での織り込みも変

化しており、5.50-5.75％へ2回の追加利

上げがあるとの予想が44％に上昇し、中

央値となり始めた。但し、長期金利の上昇

は利上げ到達点予想の引き上げよりも利下

げ期待の後退に負う部分が大きい。

- 6月ISM景況感指数では製造業が46.0で下

振れ、非製造業は53.9で上振れと明暗を

分けた。製造業では新規受注・在庫バラン

スが改善傾向にあり、総合指数が反発する

可能性を残す。非製造業でも新規受注指数

や雇用指数が改善しており、景気が一段と

弱まっている様子は窺い難い。

- 雇用関連指標は強い結果が多かった。6月

ADP雇用統計は前月比+49.7万人と市場

予想を大幅に上振れたほか、新規失業保険

申請件数（7月1日終了週）も24.8万件と

前週から増加したものの、2週前の26万件

台へと反発するに至らなかった。

- 6日（木）まで3日間のS&P500の騰落率は

▲0.87％。

- 3日は+0.12％。6月ISM製造業景況感指数

は市場予想を下振れたが、内訳では価格指

数が低下とポジティブな内容も見られた。

- 独立記念日明けの5日は▲0.20％。政策金

利が据え置かれた6月FOMCの議事録は、

据え置き判断について意見が割れていたこ

とが確認できた。しかし、全体として目新

しさはなく、市場の反応も限定的。

- 6日は▲0.79％。6月ADP雇用統計におい

て、雇用者数が大幅に増加し、金利が上昇

したことを受け、幅広く下落した。

（出所）ブルームバーグ

米国：ISM景況感指数

（2022年7月6日～2023年7月6日）

※政策金利は決定日ベースで誘導目標レンジの中心値

（出所）ブルームバーグ

今週の

振返り

（2017年1月～2023年6月）
（％）
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R E I T

- NAREIT指数（配当込み）は先週末から6

日（木）まで0.49％上昇。週初は、先週

末に発表された銀行ストレステストの結果

を好感する動きが続いた。その後は金利上

昇などを嫌気して上げ幅を縮小する展開に。
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経済 ･ 金 利 株式

米国：株価指数 米国：REIT

（2022年7月6日～2023年7月6日）（2022年7月6日～2023年7月6日）
（米ドル）

（出所）ブルームバーグ（出所）ブルームバーグ

- 材料は今週末発表予定の6月雇用統計のほ

か、11日（火）6月NFIB中小企業楽観指

数、12日（水）6月CPI、14日（金）7月

ミシガン大長期インフレ期待、など。FRB

高官発言も数多く予定されている。

- 関連指標の強さもあり、雇用統計に対して

も強い結果が想定されていよう。特に非農

業部門の雇用者数は過去1年にわたり上振

れ続けてきた。なお、住居費を除くサービ

ス価格を考える上で重要な平均時給は5月

と同じ前月比+0.3％の穏当な伸びか注視。

- 食品とエネルギーを除くコアCPIの市場予

想は前月比+0.3％と、前月の同+0.4％か

ら若干の鈍化が想定されている。財価格の

上昇をけん引してきた中古自動車価格では

先行指数が低下しており、上昇一巡が期待

される。また、高い伸び率が続いていた住

居費もピークから鈍化している。そのほか、

FRBが注目する住居費を除くサービス価格

も過去2回分では緩慢な伸び率に留まって

おり、継続するか。

物価指標は金利上昇地合いを加速させるか

- 注目材料は7日の6月雇用統計、12日の6月

CPI、FRB高官の講演など。

- ADP雇用統計と労働統計局の雇用統計は単

月で見ればズレることも珍しくないが、

ADP雇用統計の上振れ幅は大きく、7日発

表の雇用統計への注目度が一段と高まった。

- 雇用統計に加え、CPIやFRB高官発言を通

じて、年内2回の追加利上げに対する市場

の織り込みが高まらないかを注目したい。

- 来週後半にはJPモルガンなどの米銀大手が

決算発表予定。足元で警戒感は低下してい

るものの、与信や信用不安の動向に関する

コメントは注目したい。

来週の

注目点
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R E I T

- 6月CPIに注目。足元で堅調な経済指標の

発表が相次ぐ中、インフレ鈍化が想定以上

に進行していれば、REIT市場もポジティ

ブに反応する可能性が高い。その他、FRB

高官の発言なども相場の材料となりそうだ。
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日本
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経済 ･ 金 利 株式

日本：毎月勤労統計 日本：10年国債利回り

（2022年7月6日～2023年7月6日）
（％）

（出所）ブルームバーグ

- 3日発表の日銀短観は大企業の業況判断DI

が製造業、非製造業共に前回から改善。

- 7日発表の毎月勤労統計は、現金給与総額

が前年同月比+2.5％、所定内も同+1.8％

と市場予想を上回り、伸び率が大きく拡大。

春闘における賃上げの効果が確認される内

容となった。

- 6日までの国内金利は小動き。しかし、上

記、毎月勤労統計の上振れで金融政策修正

への思惑が高まり、10年国債利回りは7日

午前中に0.40％台から0.43%台まで上昇。

米株安や短期的な需給懸念により株価下落

- 6日（木）までのTOPIXの週間騰落率は

▲0.50％。

- 3日は+1.41％と大きく上昇。先週末発表

の5月米コアPCE価格指数が市場予想を下

回ったこと、3日発表の日銀短観において

大企業の業況判断DIが改善したことが好感

された。

- 4日は▲0.62％。6月米ISM製造業景況感

指数が46.0と低水準であったことに加え、

中国政府が半導体に使用される一部のレア

メタルの輸出制限を行う方針であることが

報じられたこともマイナス材料となった。

- 5日は▲0.01%とほぼ横ばい。4日の米国

が祝日であったため、材料に乏しい1日。

- 6日は▲1.26％。6月米FOMC議事録にて、

政策金利据え置き判断について意見が分か

れていたことから、改めて7月FOMCの利

上げが意識された。7日と10日に日本株

ETFの決算を控え、短期的な需給悪化への

警戒感が高まった可能性も考えられる。

（出所）ブルームバーグ

（2016年1月～2023年5月）（%、前年同月比）

今週の

振返り
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R E I T

- 東証REIT指数（配当なし）は先週末から6

日（木）まで0.08％上昇。特段の材料に

乏しく、5月からのレンジ相場が継続。

- 6月都心オフィス空室率は6.48％と5月の

6.16％から大きく上昇した。もっとも、

大型ビル1棟が空室を残して竣工した影響

が大きく、想定の範囲内。
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株式

日本：株価指数 日本：REIT

（円）

（出所）ブルームバーグ（出所）ブルームバーグ

（2022年7月6日～2023年7月6日） （2022年7月6日～2023年7月6日）

米雇用統計や国内金利、国内企業決算

- 注目点は、金融政策修正への思惑が一段と

高まるか。日銀は賃上げについて、その継

続性に注目していると発言している。この

ため、足元の賃金上昇率のみで金融政策を

修正する可能性は低いと考える。

- しかし、7月の金融政策決定会合における

YCCの修正に対する思惑は根強い。5月毎

月勤労統計は少なくとも、早期の政策修正

観測を高める方向に働くものとなった。金

融政策修正への思惑が一段と高まり、10

年国債利回りがYCCの許容上限である

0.5％に近付かないかを注視したい。

- 注目点は、左記国内金利の動きや、国内企

業の3-5月期決算、米国の金融政策に影響

を与える各種統計など。

- 週明け10日（月）は、7日発表の6月米雇

用統計を受けた米金利の動きに注意。ADP

雇用統計の大幅上振れがあったため、通常

以上に雇用統計を受けた金融市場の反応が

大きくなることが予想される。また、10

日は日本株ETFの決算に伴い、分配金捻出

のための一時的な需給悪化も見込まれ、株

式市場は不安定になり易いと考える。

- 11日以降は6月米CPI等により、米国の追

加利上げ回数の市場織り込みに変化が生じ

ないかに要注目。

- 国内では小売りなど内需系が中心となる国

内企業決算や、国内金利の動きに注目。特

に、10年国債利回りがYCCの許容上限で

ある0.5％に近付き、日銀の指値オペに対

して規模の大きい応札が発生する状況にな

らないかを注視したい。

経済 ･ 金 利

来週の

注目点
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R E I T

- 7日発表の5月毎月勤労統計で現金給与総

額の伸びが上振れたことを受け、今月27-

28日に予定されている日銀金融政策決定

会合に向けて、YCC修正の思惑が強まるか

注目。個別では、14日に日本プロロジス

リート投資法人と平和不動産リート投資法

人の2銘柄が決算発表を予定している。
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（2022年7月6日～2023年7月6日）

（出所）ブルームバーグ

（％）

英国の失業率、週平均賃金

- 英国の5月失業率、週平均賃金に注目。週

平均賃金は民間の賞与を除くベースで、直

近の4月に前年同月比7.9%まで加速して

いる。賃金の上振れに歯止めがかからない

ようであれば、BOEは次回8月の金融政策

委員会でも責務に忠実に0.5％ptの利上げ

を実施しよう。現在5%の政策金利の到達

点として、市場は6.5%程度まで織り込ん

でおり、債券利回りも上昇一途。景気への

深刻な影響が懸念される。

来週の注目点

今週の振り返り

（出所）リフィニティブ

ユーロ圏：消費者物価指数

英国・ドイツ：10年国債利回り

（2010年1月～2023年6月）

- ユーロ圏の6月消費者物価指数は総合で前

年同月比（以下同じ）5.5%と市場予想の

5.6%を下回り、5月の6.1%から鈍化した。

食品・エネルギー等を除くコアは5.4%と

市場予想の5.5%を下回ったものの、5月

の5.3%から加速した。総合の鈍化はエネ

ルギー価格が▲5.6%と下落した影響が大

きい。エネルギーを除く財価格も2月の

6.8%をピークに6月は5.5%まで鈍化して

いる。順序は前後するが5月生産者物価指

数は前年同月比▲1.5%と、2020年12月

以来のマイナスに転じた。川上の物価下押

し圧力が消費者物価の財価格にも引き続き

及んでこよう。一方、消費者物価のサービ

ス価格は加速し続けており、6月は5.4%

に達した。5月失業率がユーロ発足来最低

の6.5%で推移するなか、賃金の上振れが

サービス価格に反映されつつある。英国程

ではないにせよ、景気の弱さが必ずしもコ

アの消費者物価を抑制する構図にはあらず。

- ユーロ圏の5月実質小売売上高は前月比

0.0%と2カ月連続で横ばい。先立つ2、3

月もマイナスで、一向に浮揚せず。しかし、

ECBは物価安定を最優先に、7月も0.25％

ポイント（％pt）の利上げを実施しよう。

その次の9月については、今後2カ月間の

経済・金融データ次第の状況。いずれにせ

よ、現在3.5%の中銀預金金利の到達点と

して、市場は4%程度まで織り込み済み。
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為替

8

為替レートの推移

為替レートの週間変化率（対円）

（2023年6月30日～2023年7月6日）

（出所）ブルームバーグ

（％）

（2022年7月6日～2023年7月6日）

（出所）ブルームバーグ

（米ドル/ユーロ）（円/米ドル）

円安円高

米CPIと米ドル

- 前週末、5月米コアPCE価格指数が市場予

想を下回り、米金利低下・米ドル安で米ド

ル円は下落。今週初は前週末の米株高と6

月日銀短観での業況判断改善を受けて日本

株が上昇し、リスクオンの円安に。サウジ

アラビアが自主減産継続を表明したことに

よる原油高も円安に作用し、米ドル円は

144.93円まで上昇。だが、6月米ISM製

造業景況感指数が市場予想を下回ると、米

ドル円は143.97円まで下落。その後、米

ドル円は反発したが、神田財務官が米国を

含め各国当局とほぼ毎日意見交換している

と述べると、頭打ちに。豪中銀が政策金利

を据え置くと、豪ドル円以外のクロス円も

円高に振れた。

- 6月ユーロ圏総合PMIが50未満へ下方改定

されたことや、5月ユーロ圏PPIが市場予

想以上に下落したことから、ユーロ安に傾

いた。香港株や欧州株の大幅下落とともに

リスクオフの円高が進行し、米ドル円は

143.55円、ユーロ円は155.83円まで下落

した。5月独製造業受注の増加でユーロ円

は反発し、6月米ADP民間雇用者数の市場

予想を大幅に上回る急増で米金利が上昇し、

米ドル円が反発。さらに6月米ISM非製造

業景況感指数の改善もあり米ドル円は一時

144円台後半まで上昇したが、その後は反

落した。

- 12日（水）発表の6月米消費者物価指数

（CPI）に注目。コアCPIの市場予想比が

米金利と米ドルを左右しそうだ。CPIが上

振れなら米金利上昇・米ドル高で米ドル円

は上昇するだろうが、金利上昇を受けて米

株安に振れた場合にはリスクオフの円高が

クロス円の上昇を抑制するのではないか。

一方、CPIが下振れなら米金利低下・米ド

ル安で米ドル円は下落するだろうが、米株

高に振れた場合にはリスクオンの円安がク

ロス円の下落を抑制か。

来週の注目点

今週の振り返り

0.95

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

110

120

130

140

150

160

22/7/6 22/11/6 23/3/6 23/7/6

米ドル円（左軸） ユーロ米ドル（右軸）

-3 -2 -1 0 1 2

ブラジル・レアル

ロシア・ルーブル

スウェーデン・クローナ

南ア・ランド

カナダ・ドル

メキシコ・ペソ

インド・ルピー

豪ドル

トルコ・リラ

ノルウェー・クローネ

デンマーク・クローネ

ユーロ

シンガポール・ドル

米ドル

インドネシア・ルピア

スイス・フラン

中国人民元

香港ドル

英ポンド

NZドル

韓国ウォン



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

豪州・カナダ
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豪州：住宅価格指数と住宅建設許可件数

（出所）カナダ銀行、カナダ統計局

カナダ：商品価格指数と貿易収支

（出所）ブルームバーグ、豪州統計局

（2006年1月～2023年6月）
（起点=100） （億カナダ・ドル）

（2006年1月～2023年6月）
（起点=100） （万件）

豪州

今週の振り返り

来週の注目点

- 12日（水）にロウRBA総裁の講演が予定

されている。今週の理事会で政策金利の据

え置きを決定した背景について詳細に説明

する模様。月内には次期総裁（再任もあり

得る）が発表されるため、今後の政策方針

に関する具体的な発言は控えられよう。

- 4日のRBA理事会では政策金利を4.10％に

据え置くことが決定された。市場予想は据

え置きと利上げで割れていたため、発表直

後は金利低下・通貨安で反応したが、利上

げ継続の方針が示されたこともあり、直ぐ

に持ち直した。だが、その後はリスクオフ

により豪ドルは円や米ドルに対して減価。

- 経済指標は住宅市場の持ち直しを示唆する

結果に。6月コアロジック住宅価格指数は

前月比+1.2％で4カ月連続の上昇。5月新

規住宅融資額は前月比+6.2％、5月住宅建

設許可件数は前月比+20.6％と急反発した。

- 6月ANZ-Indeed求人件数は前月比▲2.5％

となり、減少傾向が鮮明に。ただ、水準は

依然としてコロナ前を著しく上回ったまま。

カナダ

今週の振り返り

来週の注目点

- カナダ・ドルは円や米ドルに対して減価。

リスクオフの円高や米ドル高が進行したこ

とに加え、貿易収支が下振れたことがカナ

ダ・ドル売りにつながった。国債利回りは

米国に連れて全般に上昇した。

- 6日発表の5月貿易収支（財）は▲34.4億

カナダ・ドルと、+12.0億カナダ・ドルの

市場予想とは対照的に2021年以降で最大

の赤字を記録。商品価格の下落以上に下振

れており、製造業PMIで示唆されていた外

需の弱さと内需の底堅さが顕在化した格好。

- 12日（水）に金融政策決定会合の結果が

発表される。カナダ銀行は前回6月会合で

利上げを再開したが、今会合の市場予想は

政策金利据え置きと利上げで割れているこ

ともあり、本日（7日）発表の6月雇用統

計が利上げの有無を左右するかもしれない。

また、前回会合後にカナダ銀行は、コロナ

禍を経て自然利子率が上昇する可能性を示

していたため、金融政策報告書において具

体的な上昇幅が示されるかも注目したい。

金融政策決定会合ロウRBA総裁の講演
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インド、ASEAN

アジア新興国
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中国

インド・ベトナム：株価指数

（出所）ブルームバーグ

インドのCPI

- CSI300指数は、対米ドルでの人民元安一

服などの好材料はあったものの、米中関係

への懸念などにより前週末比横ばい。

- 週初は対米ドルでの人民元安が一服し、市

場では安心感が広がった。中銀が30日に

発表した4-6月期金融政策委員会の声明文

で、為替レートについて従来の「弾力性の

強化」から「大幅な変動を断固として阻

止」に変更されたことが材料視された。1

日に次期総裁候補とされる潘氏が中銀の党

委員会書記に指名されており、人民元自由

化の方向に変化があるかを注視したい。

- 週後半は、財新サービス業PMIの下振れや、

米中両国がAIや半導体材料関連で相互に制

裁を課す方針を示し米中関係への懸念が高

まった。米中高官の意思疎通が再開される

も、関係改善の兆しは依然見えない。

今週の振り返り

- 株式市場は先週末の米株上昇を好感し、週

前半を中心に幅広く上昇。不動産市場の回

復の兆しが見えたベトナムが上昇したほか、

インドでは主要株価指数の Nifty50、

SENSEXが再び最高値を更新。

- インドでは1日、民間銀行最大手HDFC銀

行が、同グループの住宅金融HDFCを吸収

合併すると発表。現地報道では、時価総額

が世界4位の巨大金融機関の誕生となる。

また、今後について、融資の大規模化を含

む相乗効果など、経済活性化への寄与が期

待されるとの評価が優勢。

- 各国の6月の製造業PMIはまちまちな動き

に。低水準だったベトナムが改善を見せる

一方、高水準で推移するフィリピンとタイ

において低下がみられた。インドは約2年

半ぶりの高水準から低下したものの、

57.8と依然高水準を維持。

今週の振り返り

貿易統計

（2022年7月6日～2023年7月6日）（2022年7月6日～2023年7月6日）

（出所）ブルームバーグ

中国：株価指数

来週の注目点

- 6月の貿易統計に注目。国家統計局が発表

した6月の製造業PMIの新規輸出受注が

46.4へ悪化したこともあり、輸出が冴え

ない結果になる可能性が高い。

来週の注目点

- インドの消費者物価指数に注目。5月の前

年同月比+4.25％から中銀目標値の

4.00％を下回るまで鈍化するかに注目。
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トルコ 為替の安定は保たれるか

今週の振り返り

来週の注目点

- 11日（火）の5月経常収支など経済指標が

いくつか発表されるが、為替の動向は当局

の実質的な為替介入次第と言える状況。

ブラ
ジル

来週の注目点

今週の振り返り

- ブラジル・レアルは主要通貨に対して減価。

新たにブラジル中銀理事に指名されたガリ

ポロ氏が4日に「中銀は民主的な意思を尊

重しなければならない」などと中銀の独立

性を軽視する発言をしたほか、6日に新た

な財政枠組み案の下院での最終採決が8月

に先送りされると報じられたことがレアル

売りにつながった。国債利回りも前週まで

の低下が一服。一方、税制改革への期待か

らボベスパ指数は小幅な下落にとどまった。

- 6月29日のCMN（国家通貨審議会）でイン

フレ目標が3％に据え置かれたことを受け、

7月3日公表（6月30日集計）のエコノミス

ト調査ではインフレ予想が低下。すでに利

下げ開始は次回8月金融政策決定会合がコ

ンセンサスだったが、今年末の政策金利予

想が前週の12.25％から12.00％に低下す

るなど利下げペース加速も織り込み始めた。

- トルコ・リラは米ドルに対してほぼ横ばい。

- 3日に複数のトルコ国営銀行がリラ買いの

為替介入を再開したと報じられた。もっと

も、リラは先月26日から26リラ/米ドル付

近に張り付いた状態が続いていたため、何

らかの形で為替介入は実施されていたとみ

られる。4日から6日も同水準で推移した。

- 5日発表の6月消費者物価指数は前年同月

比+38.2％と5月の+39.6％から鈍化。ガ

ソリン価格下落などの影響が大きく、逆に

コア指数は5月の+46.6％から+47.3％に

加速した。5月以降の通貨安により次月以

降は総合指数も加速することが懸念される。

- 為替介入が必要なほどリラ安圧力が根強く、

インフレ率の再加速も懸念される状況であ

るため、次回7月20日の金融政策決定会合

でも利上げが決定される可能性が高い。

- 11日（火）に6月消費者物価指数が発表さ

れる。5月の前年同月比+3.9％から一段と

伸びが鈍化すると見込まれている。

消費者物価指数

（出所）ブルームバーグ

（2022年7月6日～2023年7月6日）

（出所）ブラジル中央銀行、CEIC

ブラジル：インフレ目標とインフレ市場予想

（インフレ目標：2020年～2026年）
（インフレ予想：2020年1月初～2023年6月30日）

（前年比、％）
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付録 データ集｜直近値・期間別変化幅/率

※直近値と期間別変化幅/率は現地通貨ベース
※NYダウの単位は（米ドル）、日経平均株価の単位は（円）、WTI原油先物価格の単位は（米ドル/バレル）、

COMEX金先物価格の単位は（米ドル/トロイオンス）
※NAREIT指数は配当込み、東証REIT指数は配当なし

（出所）ブルームバーグ

直近値 期間別変化幅 直近値 期間別変化幅

政策金利 7/6 1カ月 1年 3年 10年国債利回り 7/6 1カ月 1年 3年

米国 FFレート（上限） 5.25% 0.00 3.50 5.00 米国 4.03% 0.37 1.10 3.35

ユーロ圏 中銀預金金利 3.50% 0.25 4.00 4.00 ドイツ 2.63% 0.25 1.42 3.06

日本 一部当座預金への適用金利 -0.10% 0.00 0.00 0.00 日本 0.41% -0.01 0.17 0.37

カナダ 翌日物金利 4.75% 0.25 3.25 4.50 カナダ 3.49% 0.21 0.30 2.94

豪州 キャッシュ・レート 4.10% 0.00 2.75 3.85 豪州 4.13% 0.32 0.72 3.20

中国 1年物MLF金利 2.65% -0.10 -0.20 -0.30 中国 2.64% -0.07 -0.19 -0.39

ブラジル セリック・レート 13.75% 0.00 0.50 11.50 ブラジル 11.01% -0.28 -2.36 4.00

英国 バンク・レート 5.00% 0.50 3.75 4.90 英国 4.66% 0.45 2.57 4.46

インド レポ金利 6.50% 0.00 1.60 2.50 インド 7.15% 0.17 -0.15 1.31

インドネシア 7日物借入金利 5.75% 0.00 2.25 1.50 インドネシア 6.20% -0.15 -1.07 -1.03

メキシコ 銀行間翌日物金利 11.25% 0.00 3.50 6.25 メキシコ 8.89% 0.03 -0.07 3.20

ロシア 1週間物入札レポ金利 7.50% 0.00 -2.00 3.00 ロシア 11.17% 0.26 2.23 5.02

トルコ 1週間物レポ金利 15.00% 6.50 1.00 6.75 トルコ 15.66% 2.30 -2.15 2.77

直近値 期間別変化率 直近値 期間別変化率

株価指数 7/6 1カ月 1年 3年 為替（対円） 7/6 1カ月 1年 3年

米国 NYダウ 33,922 1.0% 9.3% 29.0% 米ドル 144.07 3.2% 6.0% 34.2%

S&P500 4,412 3.0% 14.7% 38.7% ユーロ 156.90 5.1% 13.3% 29.3%

ユーロ圏 STOXX 50 4,223 -1.7% 23.4% 26.1% カナダ・ドル 107.77 3.4% 3.5% 35.9%

日本 日経平均株価 32,773 0.8% 25.5% 44.3% 豪ドル 95.46 2.5% 3.6% 27.5%

TOPIX 2,277 1.8% 22.7% 44.4% 人民元 19.88 1.4% -1.8% 29.9%

中国 MSCI中国 59.75 -2.5% -19.0% -37.6% ブラジル・レアル 29.29 3.0% 17.0% 46.0%

インド MSCIインド 2,180 4.8% 17.5% 74.6% 英ポンド 183.54 5.8% 13.2% 36.9%

インドネシア MSCIインドネシア 7,545 0.5% 12.8% 34.2% インド・ルピー 1.75 3.3% 2.1% 21.5%

ベトナム ベトナムVN指数 1,126 1.6% -2.0% 30.8% インドネシア･ルピア 0.96 1.8% 5.6% 28.7%

フィリピン・ペソ 2.59 4.6% 5.2% 18.8%

直近値 期間別変化率 ベトナム・ドン 0.61 2.1% 4.4% 31.2%

リート 7/6 1カ月 1年 3年 メキシコ・ペソ 8.36 4.0% 27.0% 73.9%

米国 NAREIT指数 21,272 2.8% -0.9% 27.7% ロシア・ルーブル 1.58 -7.6% -27.0% 5.7%

日本 東証REIT指数 1,864 -0.6% -4.4% 10.5% トルコ・リラ 5.51 -14.1% -30.1% -64.7%

直近値 期間別変化率

商品 7/6 1カ月 1年 3年

原油 WTI原油先物価格 71.80 0.1% -27.1% 76.7%

金 COMEX金先物価格 1,915 -2.5% 10.3% 6.8%
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付録 データ集｜為替レート（欧州）
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※グラフの期間は当資料発行日の前日を基準に過去1年間

（出所）ブルームバーグ

 英ポンド ↑ポンド高　　↓ポンド安　  ノルウェー・クローネ ↑クローネ高　　↓クローネ安　

（円/ポンド） （米ドル/ポンド） （円/クローネ） （クローネ/米ドル）

 チェコ・コルナ ↑コルナ高　　↓コルナ安　  ハンガリー・フォリント ↑フォリント高　　↓フォリント安　

（円/コルナ） （コルナ/米ドル） （円/フォリント） （フォリント/米ドル）

 ポーランド・ズロチ ↑ズロチ高　　↓ズロチ安　  ルーマニア・レイ ↑レイ高　　↓レイ安　

（円/ズロチ） （ズロチ/米ドル） （円/レイ） （レイ/米ドル）

 ロシア・ルーブル ↑ルーブル高　　↓ルーブル安　  トルコ・リラ ↑リラ高　　↓リラ安　

（円/ルーブル） （ルーブル/米ドル） （円/リラ） （リラ/米ドル）

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

152

160

168

176

184

192

200

22/7/6 22/11/6 23/3/6 23/7/6

対円（左軸） 対米ドル（右軸）

20

21

22

23

24

25

265.4

5.7

6.0

6.3

6.6

6.9

7.2

22/7/6 22/11/6 23/3/6 23/7/6

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

3.3

3.6

3.9

4.2

4.5

4.8

5.1
26

28

30

32

34

36

38

22/7/6 22/11/6 23/3/6 23/7/6

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

8.5

9.0

9.5

10.0

10.5

11.0

11.512.0

12.5

13.0

13.5

14.0

14.5

15.0

22/7/6 22/11/6 23/3/6 23/7/6

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

270

300

330

360

390

420

45030

33

36

39

42

45

48

22/7/6 22/11/6 23/3/6 23/7/6

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

4.0

4.2

4.4

4.6

4.8

5.0

5.227

28

29

30

31

32

33

22/7/6 22/11/6 23/3/6 23/7/6

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

40

50

60

70

80

90

1001.2

1.5

1.8

2.1

2.4

2.7

3.0

22/7/6 22/11/6 23/3/6 23/7/6

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）
12

15

18

21

24

27

304

5

6

7

8

9

10

22/7/6 22/11/6 23/3/6 23/7/6

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

付録 データ集｜為替レート（アジア）

14

※グラフの期間は当資料発行日の前日を基準に過去1年間
※韓国ウォンとインドネシア・ルピアとベトナム・ドンの対円レートは100倍表示

（出所）ブルームバーグ

 中国人民元 ↑人民元高　　↓人民元安　  香港ドル ↑香港ドル高　　↓香港ドル安　

（円/人民元） （人民元/米ドル） （円/香港ドル） （香港ドル/米ドル）

 韓国ウォン ↑ウォン高　　↓ウォン安　  インド・ルピー ↑ルピー高　　↓ルピー安　

（円/ウォン） （ウォン/米ドル） （円/ルピー） （ルピー/米ドル）

 インドネシア・ルピア ↑ルピア高　　↓ルピア安　  フィリピン・ペソ ↑ペソ高　　↓ペソ安　

（円/ルピア） （ルピア/米ドル） （円/ペソ） （ペソ/米ドル）

 マレーシア・リンギ ↑リンギ高　　↓リンギ安　  ベトナム・ドン ↑ドン高　　↓ドン安　

（円/リンギ） （リンギ/米ドル） （円/ドン） （ドン/米ドル）
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付録 データ集｜為替レート（オセアニア、南北アメリカ、アフリカ）
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※グラフの期間は当資料発行日の前日を基準に過去1年間
※コロンビア・ペソとチリ・ペソの対円レートは100倍表示

（出所）ブルームバーグ

 豪ドル ↑豪ドル高　　↓豪ドル安　  NZドル ↑NZドル高　　↓NZドル安　

（円/豪ドル） （米ドル/豪ドル） （円/NZドル） （米ドル/NZドル）

 カナダ・ドル ↑カナダ・ドル高　　↓カナダ・ドル安　  メキシコ・ペソ ↑ペソ高　　↓ペソ安　

（円/カナダ・ドル） （カナダ・ドル/米ドル） （円/ペソ） （ペソ/米ドル）

 ブラジル・レアル ↑レアル高　　↓レアル安　  コロンビア・ペソ ↑ペソ高　　↓ペソ安　

（円/レアル） （レアル/米ドル） （円/ペソ） （ペソ/米ドル）

 チリ・ペソ ↑ペソ高　　↓ペソ安　  南アフリカ・ランド ↑ランド高　　↓ランド安　

（円/ペソ） （ペソ/米ドル） （円/ランド） （ランド/米ドル）
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付録 データ集｜商品
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※グラフの期間は当資料発行日の前日を基準に過去1年間

（出所）ブルームバーグ

 原油  天然ガス

（米ドル/バレル） （米ドル/MMBtu）

 金  銀

（米ドル/トロイオンス） （米ドル/トロイオンス）
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 コーン  小麦

（米ドル/ブッシェル） （米ドル/ブッシェル）
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memo
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